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－ゲノム編集によるノックアウト変異の影響－

成果の特徴
• トマトの転写因子RINは成熟制御に強く関与します。この遺伝子の自然変異rinに
より成熟が完全にストップします。本研究では、ゲノム編集によりRIN遺伝子の
ノックアウト変異を作出、rin変異と比較し、本遺伝子の機能を解析しました。

成果の内容

想定される用途・連携希望先
成熟制御に関する研究の材料としてユニークです。

トマトの成熟を制御する転写因子RINの特性
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自然変異rin (ripening inhibitor) により
RINとMCの融合タンパク質ができます。
ノックアウト変異では翻訳産物はできません。

rin変異は半優性を示します。この性質を利用して、海外では高日持
ち育種に利用されています。ノックアウト変異は劣性を示すことが
明らかになりました。

rin変異体は成熟しないのに対し、ノックアウト変異
体は若干のリコピン蓄積と異常な軟化を示します。

ノックアウト変異を持つ果実の
果皮は容易に剥けました。
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